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●開催日
●会　場

●主　催
●共　催

●内　容

●その他

●お問合せ

令和６年９月20日（金）～22日（日）
酒田駅前交流拠点施設ミライニ　１階光の湊ロビー
（酒田市幸町１丁目10-１）
庄内花き生産組織連絡協議会
ＪＡ庄内たがわ、ＪＡあまるめ、ＪＡ庄内みどり、
ＪＡそでうら、ＪＡ全農山形

【１日目】９月20日（金）
　　　　　　11：00～12：00　　 花きの審査会
　　　　　　12：00～16：30　　 一般公開
【２日目】９月21日（土）
　　　　　　10：00～16：30　　一般公開、人気投票
　　　　　　※人気投票ご協力の方へ抽選で花ギフトプレゼント
　　　　　　　人気投票は16：00で終了
【３日目】９月22日（日）
　　　　　　10：00～　花の販売会　※売り切れ次第終了
　　　　　　※9：50～整理券配布。お一人様２点までの購入

入場料無料
　※花のご購入は現金のみとなります。
　※お越しの際は隣接の立体駐車場をご利用ください。
　　（２時間無料）
JA全農山形園芸庄内推進室　風間
TEL：0234-26-5253　FAX：0234-23-7731

※写真は昨年開催時

庄内フラワーショー庄内フラワーショー庄内フラワーショー第58回第58回第58回

園　芸　Ｐ2－3　甘柿のジョイントＶ字仕立て　～新樹形による早期成園化・軽労化・増収技術～

畜　産　Ｐ4－5　県産種雄牛「福秀165」について

園　芸　Ｐ6－7　「園芸品目　高温対策マニュアル」を活用した、果樹の夏期の高温少雨への対応について

ふくひで
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1
は
じ
め
に

庄
内
地
域
の
柿
は
、
品
種
構

成
が「
平
核
無
」に
偏
重
し
て
い

る
た
め
、
作
業
時
期
や
出
荷
期

間
が
集
中
し
や
す
い
こ
と
に
加

え
、
老
木
化
に
よ
る
高
所
作
業

や
生
産
性
低
下
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
柿
は
未

収
益
期
間
が
長
い
た
め
、
若
木

へ
の
改
植
、
品
種
の
更
新
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
の

た
め
、
甘
柿
導
入
に
よ
る
作
業

労
力
の
分
散
、
低
樹
高
化
に
よ

る
労
力
軽
減
及
び
早
期
収
量
確

保
を
期
待
で
き
る
ジ
ョ
イ
ン
ト

Ｖ
字
仕
立
て
を
検
討
し
ま
し
た

の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

2
甘
柿
と
は

甘
柿
は
こ
れ
ま
で
主
に
暖
地

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
は
温
暖
化
に
よ
っ
て
庄
内

地
域
で
も
安
定
し
て
生
産
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
甘
柿

は
脱
渋
の
必
要
が
無
く
、
そ
の

ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
脱
渋
の
手
間
と
コ

ス
ト
が
か
か
ら
な
い
こ
と
や
観

光
農
園
と
し
て
柿
狩
り
が
で
き

る
こ
と
、
産
直
や
贈
答
用
の
新

た
な
商
材
と
な
る
等
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

樹
勢
が
弱
く
な
り
や
す
い
こ
と
、

枝
が
垂
れ
や
す
い
等
の
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

今
回
供
試
し
た「
甘
秋
」は

「
平
核
無
」収
穫
後
の
11
月
上
中

旬
頃
に
収
穫
で
き
、
庄
内
地
域

で
も
安
定
し
て
渋
が
抜
け
る
こ

と
、
高
糖
度
で
濃
厚
な
甘
み
を

味
わ
え
る
こ
と
等
か
ら
有
望
な

品
種
で
す（
図
１
）。
甘
柿
は
渋

柿
よ
り
も
販
売
単
価
が
高
く
、

脱
渋
コ
ス
ト
の
削
減
も
で
き
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
庄
内
柿
を

盛
り
上
げ
る
存
在
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

3
試
験
内
容（
ジ
ョ
イ
ン
ト

Ｖ
字
仕
立
て
と
は
）

ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕
立
て
は

幹
を
水
平
に
誘
引
し
、
樹
同
士

を
接
ぎ
木
に
よ
り
一
列
に
連
結

さ
せ
た
樹
形
で
、
低
樹
高
栽
培

10
a
当
た
り
2
5
0
本
植
え
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕
立

て
の
収
量
性
、
果
実
品
質
、
管

理
作
業
性
に
つ
い
て
、
同
樹
齢

の
主
幹
形
と
比
較
検
討
し
ま
し

た
。

4
試
験
結
果

⑴
収
量
性

ジ
ョ
イ
ン
ト
区
は
定
植
3
年

目（
4
年
生
樹
）か
ら
収
量
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
定
植
4
年
目（
5
年
生

樹
）に
は
成
園
並
み
の
収
量
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
早
期
多
収

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
図
３
）。

⑵
果
実
品
質

主
幹
形
と
比
較
し
て
、
果
実

重
は
大
き
く
、
糖
度
は
同
等
で

し
た
。
食
味
は
濃
厚
で
甘
み
が

強
く
、
果
実
品
質
は
良
好
で
し

た（
表
１
）。
ま
た
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
Ｖ
字
仕
立
て
で
は
樹
勢
が
強

く
な
る
た
め
、
熟
期
が
や
や
遅

く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
管
理
作
業
性

ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕
立
て
は

低
樹
高
で
あ
る
た
め
、
脚
立
を

使
用
す
る
必
要
が
無
く
、
軽
労

的
で
し
た（
図
４
）。
そ
れ
に
伴

っ
て
、
全
体
の
作
業
時
間
は
主

幹
形（
成
木
15
年
生
樹
）に
比
べ

48
％
程
度
削
減
で
き
ま
し
た
。

ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕
立
て
は

樹
形
が
単
純
で
分
か
り
や
す
い

た
め
、
作
業
経
験
が
浅
い
人
で

も
着
果
管
理
や
収
穫
作
業
、
剪

定
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
甘
柿
の
垂
れ
や
す
い
枝

質
で
も
、
棚
線
に
誘
引
す
る
こ

と
に
よ
り
、
着
果
や
風
害
に
よ

る
枝
折
れ
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

も
で
き
ま
す
。
防
除
の
際
も
、

枝
同
士
の
重
な
り
が
少
な
い
た

め
、
効
率
良
く
散
布
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

5
更
な
る
多
収
技
術
の
検
討

⑴
試
験
内
容

ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕
立
て
の

早
期
多
収
、
労
働
負
担
軽
減
と

い
う
特
徴
を
活
か
し
て
、
側
枝

当
た
り
の
結
果
母
枝（
結
果
枝

が
出
る
枝
）を
多
く
残
し
た
場

合（
図
５
）の
収
量
性
、
果
実
品

質
、
管
理
作
業
性
に
つ
い
て
も

調
査
を
し
ま
し
た
。

⑵
試
験
結
果

結
果
母
枝
を
多
く
残
し
た
区

で
は
、
成
園
時（
8
年
生
樹
）の

収
量
が
10
a
当
た
り
2
・
3
㌧

と
な
り
、
従
来
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

区
や
主
幹
形（
同
樹
齢
）の
約
2

倍
の
収
量
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
時
の
構
成
は
側

枝
を
主
枝
長
1
㍍
当
た
り
約
9

本
、
側
枝
1
本
当
た
り
結
果
母

枝
を
約
3
本
、
側
枝
1
本
当
た

り
6
～
7
個
着
果
と
な
っ
て
い

ま
し
た（
表
２
）。
糖
度
が
や
や

低
い
果
実
も
あ
り
ま
し
た
が
、

品
質
、
食
味
と
も
に
良
好
で
し

た
。年

間
管
理
作
業
は
誘
引
作
業

が
従
来
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕

立
て
に
比
べ
て
多
く
な
る
こ
と

か
ら
、
主
幹
形（
成
木
15
年
生

樹
）と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ
同
等

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
収

量
が
2
倍
に
な
る
他
、
脚
立
を

使
用
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、

剪
定
、
摘
蕾
、
摘
果
、
収
穫
ま

で
の
10
a
当
た
り
作
業
時
間
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た（
剪

定
5
割
減
、
摘
蕾
6
割
減
、
摘

果
2
割
減
、
収
穫
2
割
減
）。

特
に
収
穫
は
脚
立
使
用
に
よ
る

時
間
の
ロ
ス
や
労
働
負
担
が
無

い
た
め
効
率
が
良
く
、
1
時
間

当
た
り
3
割
多
く
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
、
省
力
・
軽
労
的
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

6
お
わ
り
に

ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕
立
て
は

定
植
3
年
目
か
ら
収
穫
可
能
で
、

4
年
目
に
は
成
園
並
み
の
収
量

を
確
保
で
き
る
た
め
、
未
収
益

期
間
の
短
縮
や
園
地
の
更
新
を

促
進
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
甘
柿
を
導
入
す
る

こ
と
で
作
業
の
分
散
や
脱
渋
コ

ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
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ௐࠪ年ɾ樹ྸ

ジョイント区
（結果母枝1.5本）
主幹形

（１区５果２反復）

樹形 １果重
（g）

硬度
（kg）

糖度
（Brix） 食味評価

ジョイントV字仕立て 221 2.3 17.6 ◯

主幹形 159 2.0 17.8 ◯

図１. 甘柿の有望品種「甘秋」

図２. ジョイントＶ字仕立ての概要・模式図

図３. 収量推移

表１. ジョイントV字仕立てにおける果実品質

図４. 収穫風景（10月下旬）

図５. 試験区の概要（〇内が結果母枝）

樹形 区
側枝本数
/主枝長

（本/m）

結果母枝
数/側枝
（本）

収穫果
/側枝
（個）

収量
（t/10a）

ジョイント
V字仕立て

3本区 9.0 2.8 6.4 2.3

1.5本区 8.5 1.4 3.0 1.1

主幹形（８年生） － － － 1.2

す
。
一
方
で
、
樹
勢
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
や
他
品
種
へ
の
適
応
性

等
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い

た
め
、
今
後
と
も
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ジ

ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕
立
て
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
方
や
甘

柿
に
興
味
の
あ
る
方
は
庄
内
産

地
研
究
室
ま
た
は
、
お
近
く
の

農
業
技
術
普
及
課
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

表２. ジョイントV字仕立てにおける側枝構成と収量

や
密
植
を
可
能
と
す
る
仕
立
て

方
で
す
。
本
研
究
室
で
は「
甘

秋
」を
５
本
１
ユ
ニ
ッ
ト（
５
樹

を
連
結
）と
し
て
2
0
1
7
年

３
月
に
定
植
し
ま
し
た（
2
0
2

３
年
時
点
で
８
年
生
樹
）。

植
栽
距
離
は
樹
間
80
㌢
㍍
、

列
間
５
㍍
と
し
、
主
枝
高
を
70

㌢
㍍
に
調
整
し
、
定
植
と
同
時

に
片
側
一
方
向
に
水
平
誘
引
し

て
、
接
ぎ
木
を
行
い
ま
し
た
。

側
枝
は
25
㌢
㍍
程
度
の
間
隔
で

左
右
千
鳥
状
に
配
置
し
て
、
約

60
度
の
角
度
で
開
く
よ
う
に
斜

め
に
誘
引
し
ま
し
た（
図
２
）。

植
栽
本
数
は
従
来
の
主
幹
形
で

は
10
a
当
た
り
67
本
で
あ
る
の

に
対
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｖ
字
仕

立
て
で
は
密
植
が
可
能
な
た
め
、

脚立を使用する
必要が無い
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ủ

ल
�
�
�
Ứの
݂
౷
と

ಛ
「


ल
1
�
5
」は
、
平
成
30

年
̐
月
８

に
ඌ
Ֆ

ࢢ
折
ݪ

߶
さ
ん
の
農
場
で

生
し
ま
し

た
。
本
ڇ
は
、

質
の
ධ
価
が

高
い
ୠ
അ
ܥ
ݝ
産
種
༤
ڇ
「
安

ल
1
�
5
」と
、
折
ݪ
さ
ん
が

ࣂ
ҭ
す
る
ࢷ

ަ
ࡶ
の
ҭ
種
価

が
ݝ
内
ト
ッ
ϓ
Ϋ
ϥ
ス
の
ج
ૅ

ࣁ
」ڇ
Ώ
り
;
く
」と
の
ަ
配
に

よ
り
作
出
さ
れ
ま
し
た（
図
１
）。

ڈ
勢
̒
಄
、
ࣁ
̓
಄
の
合
ܭ
13

಄
に
よ
る
産
ࢠ
の
枝

成

は
、

枝

า
ཹ
が
ྺ

ݝ
産
種
༤
ڇ

ト
ッ
ϓ
の
75
・
7
％
で
あ
り
、

ୠ
അ
ܥ
種
༤
ڇ
な
が
ら
枝

重

量
も
�
�
�
ἅ
ₓ
と
、
ྺ

の

ୠ
അ
ܥ
ݝ
産
種
༤
ڇ
の
中
で
も

༏
れ
た
成

で
し
た
。
特
に
ࣁ

ං
ҭ
ڇ
の
枝

重
量
は
ྺ

の

ୠ
അ
ܥ
ݝ
産
種
༤
ڇ
で
ト
ッ
ϓ

の
�
7
5
ἅ
ₓ
で
し
た（
表
１
、

表
２
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
比

較
的
枝

が
খ
さ
い
と
さ
れ
る

ୠ
അ
ܥ
の
ࣁ
ං
ҭ
ڇ
の
中
で
も
、

良
好
な
枝

重
量
が
得
ら
れ
る

る
、
ୈ
13
回
全
ࠃ

ڇ
能
力
ڞ

進
ձ
の
ୈ
１
区
若
༤
の
෦
に
、

本
ڇ
の
ଉ
ڇ
を
出
品
す
る
༧
定

で
す
。

今
後
も
質
・
量
と
も
に
༏
れ

たἔ
ࢁ
形
生
ま
れ
ࢁ
形
ҭ
ͪ
ἕの

ං
ҭ
ૉ
ڇ
生
産
を
目
ࢦ
す
た
め
、


質
・
ࢷ
の
質
、
食
味
に
ल
で

た
能
力
を
࣋
つ
ୠ
അ
ܥ
種
༤
ڇ

の

成
と
、
૿
体
・

量
に
ल

で
た
能
力
を
࣋
つ
ؾ
高
ܥ
・
౻

良
ܥ
種
༤
ڇ
の

成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
ൟ
৩

農
Ո
・
一
؏
農
Ո
の
օ
様
か
ら

ར
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
ئ

い
い
た
し
ま
す
。

山
形
県
で
は
、
和
牛
の
改
良
な
ら
び
に
全
国
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る「
総
称
山
形
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
更
な
る
向
上
の
た
め
、

優
れ
た
県
産
種
雄
牛
の
作
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
畜
産
研
究
所
で
は
、
肉
質
が
特
長
と
さ
れ
る
但
馬
系
の「
福
福
照
」、「
美
勝
喜
」と
、

増
体
が
特
長
と
さ
れ
る
気
高
系
の「
冬
景
21
」、「
美
結
喜
」、「
翼
満
開
」、「
幸
紀
陸
」を
繋
養
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
９
月
１
日
に
但
馬

系
の
種
雄
牛
と
し
て
新
た
に「
福
秀
1
6
5
」が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

表１õ「ल1��」ࢠ࢈の枝成（ฏۉ）

ੑผ ಄数
ग़ՙ
݄ྸ

枝
重量

ϩʔε
ਊ໘ੵ

όϥͷ
ް͞

ൽԼ
ްࢷ

ਪఆ
าཹ

ࢷ
ࡶަ ্

（4ɾ５
ڃ）（݄） （kg） （Dm2） （Dm） （Dm） （ˋ） （B.4 /P.）

ڈ 6 30.1 495 66.5 9.0 2.6 75.5 8.5 83.3�

ࣁ 7 30.4 475 66.9 8.7 2.3 75.8 9.7 100.0�

શମ 13 30.3 484 66.7 8.8 2.5 75.7 9.2 92.3�

ྺ࢈ݝछ༤ڇ
ୈ１Ґ

ౙ21ܠ ౙ21ܠ ຬ։１ ౙ21ܠ ਆ҆ฏ ɾل
ඒউت ཌྷຬ։

536 71.9 9.6 2.3 75.6 10.1 100.0�

図１.「ल1��」߸のϓϩϑΟʔϧと݂౷

表３. ྺ࢈ݝ種༤ڇ枝̒ܗ質のήϊϛοΫҭ種Ձ（ྩ̒２月ੳ）ٴͼ.6'"のήϊϛοΫҭ種Ձ（ྩ̒５月ੳ）

˞ϥンΫɿੳͨ̒͠ܗ質���1�಄ɺ.6'"����಄の͏ͪɺ「)」্Ґ10ˋɺ「"」্Ґ��ˋɺ「#」্Ґ�0ˋɺ「$」下Ґ�0ˋにೖる͜とをࣔすɻ��� � � � � �˞ήϊϛοΫҭ種Ձ 	 ಠ 
 ՈசվྑηンλʔとのڞಉڀݚにΑΓࢉग़ͨ͠のɻ�

表２. ྺୠഅ࢈ݝܥ種༤ࢠ࢈ڇの枝ॏ量（ᶵ）

「˞҆ल1��」ݕఆํ๏がҟͳるͨΊൺֱͰ͖·ͤΜɻ

福
ふ く ひ で

秀165

県産種雄牛「福
ふ く ひ で

秀165」について
奥　山　雄　治ݝܗࢁ農業総合研究ηϯλʔச産研究ॴ

໊ ߸
ొ  ൪ ߸
ಘ 
ੜ  ݄ 
ൟ ৩ ऀ
Ҩ  ੑ ࣬ ױ
Ҩతෆྑ࣭ܗ
  ݕ ఆ

ɿ
ɿ
ɿ
ɿ

ɿ
ɿ
ɿ

ल165
15517ࠇ
84�7
ฏ30݄̐̔
ඌՖࢢɹંݪɹ߶ࢯ�
ͳ͠
ͳ͠
૿ମॏʹ1�28

छ༤໊ڇ（σϏϡʔ年度） ڈ ࣁ શମ
ल165 3 495 1 475 2 484

ඒউت（ྩ̐年度） 468 423 456
র（ྩݩ年度） 493 397 463
ਆ҆ฏ（ฏ29年度） 2 506 3 452 1 490
（ฏ29年度）ٱՖ 1 511 438 3 480
（ฏ30年度）ٱو 480 2 474 476
ಙ࣍（ฏ19年度） 479 400 437

छ༤໊ڇ
（σϏϡʔ年度） ౷ܥ 枝重量 ϩʔε

໘ੵ όϥް ൽԼ
ްࢷ าཹ ࡶަࢷ .6'"

ल165 ୠഅ $ # " " " " "
ඒউت（ྩ̐年度） ୠഅ $ $ B $ $ " "
（ྩ̐年度）ل ߴؾ $ " $ $ B ) "
ཌྷຬ։（ྩ̏年度） ߴؾ $ B B B B ) $
ඒ結ت（ྩ２年度） ߴؾ " " $ ) " ) B
ౙ21ܠ（ྩ２年度） ߴؾ " B B ) " $ $
র（ྩݩ年度） ୠഅ $ $ $ $ $ $ B
（ฏ29年度）ٱՖ ୠഅ $ B $ " " $ $
ਆ҆ฏ（ฏ29年度） ୠഅ $ B $ " " $ $
（ฏ26年度）ٱو ୠഅ B B $ $ $ B $
ຬ։１（ฏ26年度） ߴؾ " B ) $ $ B B
উ（ฏ24年度）وࠤ ߴؾ B B B " B $ $

ઍউฏ（ฏ22年度） ߴؾ B B " $ B " $
উ21（ฏ21年度）ܠ ߴؾ B $ $ B $ $ $
ฏউ（ฏ19年度） ߴؾ " $ B " $ $ $
ܠໜ（ฏ14年度） ౻ྑ $ $ $ $ $ $ B

҆ल165（ฏ13年度） ୠഅ $ $ $ B B $ "

安福165の９ 兵庫・美方 安谷土井
安秀１６５ 【岐阜・高山】 【兵庫・美方】 【兵庫・美方】
黒原３６４１（82.0）

【山形・新庄】 きよし 紋次郎 安美土井
【山形・新庄】 【兵庫・美方】 【兵庫・美方】

百合茂 平茂勝 第２０平茂
ゆりふく 【鹿児・薩摩】 【鹿児・薩摩】 【鳥取・八頭】
黒２３５２２１３（79.7）

【宮城・東松】 かつひめ 福之国 北国７の８
【宮崎・西諸】 【宮崎・宮崎】 【島根・大田】

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ҩ

త

ྗ

ྩ

̒
年
̎
月
及
び
５
月
に

分
ੳ
し
た
枝

̒
形
質
及
び
̢

̪
̛
̖
割
合
の
ή
ϊ
ϛ
ッ
Ϋ
ҭ

種
価
ϥ
ン
Ϋ
を
ܝ
ࡌ
し
ま
し
た

（
表
３
）。
ա
ڈ
の
ྺ

種
༤
ڇ

も
ซ
せ
て
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す
の

で
͝
ࢀ
র
く
だ
さ
い
。

「

ल
1
�
5
」の
枝

̒
形

質
の
ή
ϊ
ϛ
ッ
Ϋ
ҭ
種
価
の
う

ͪ
、
ό
ϥ
厚
、
ൽ
下
ࢷ

厚
、

า
ཹ
及
び
、
ࢷ

ަ
ࡶ
が
い
ͣ

れ
も「
̖
」ϥ
ン
Ϋ
で
す
。
ま
た
、


ڇ

の
お
い
し
さ
に
ؔ
連
す

る
߲
目
と
し
て
ڇ

の
ޱ
༹
け

に
Ө
ڹ
す
る
一
価
不


ࢷ


）ࢎ
̢
̪
̛
̖
）割
合
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の

が
大
き
い
ほ
Ͳ

ࢷ
が
༹
け
る
温
度
が
低
く
な
り
、

食
べ
た
と
き
の
ޱ
༹
け
が
良
く

な
る
良
い
ࢷ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

ल
1
�
5
」の
̢
̪
̛
̖
割

合
の
ή
ϊ
ϛ
ッ
Ϋ
ҭ
種
価
は
、

ྩ

̐
年
度
に
デ
Ϗ
ỿ
ー
し
た

ୠ
അ
ܥ
ݝ
産
種
༤
ڇ
の「
ඒ
উ

ت
」、
ؾ
高
ܥ
の「

ل

」及

び
、

で
あ
る「
安
ल
1
�
5
」

と
と
も
に
ྺ

の
ݝ
産
種
༤
ڇ

の
中
で
࠷
も
高
い「
̖
」ϥ
ン
Ϋ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「

ल

1
�
5
」を
枝

重
量
や
ロ
ー

ス
அ
໘
ੵ
の
ҭ
種
価
が
高
い
ࣁ

ڇ
に
ަ
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ό
ϥ
ン
ス
の
取
れ
た
枝

に
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

࠷
ޙ
に

ݝ
で
は
、
ྩ

̕
年
８
月
26


か
ら
30

に
か
け
て

ւ
ಓ

Ի
更
ொ
を
主
ձ
場
に
開
࠵
さ
れ



− 園 芸 − − 園 芸 − ��

ʵྩ 6 9݄߸ʵʵྩ 6 9݄߸ʵ

ٸ
ܹ
に
૿
加
し
、
一
෦
の
園
地

で
は
果
ൽ
に
水
Ϳ
く
れ

状
が

ൃ
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
平
核

無
」で
ྫ
年
ほ
と
ん
Ͳ
見
ら
れ

1
は
じ
め
に

ྩ

５
年
の
Ն
期（
̓
月
下

旬
～
̕
月
）は
、
ه

的
な


ॵ
と
な
り
、
約
１
か
月
間
、
߱

Ӎ
が
な
か
っ
た
地
域
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の

農
作

に
お
い
て
、
収
量
や
品

質
に
大
き
く
Ө
ڹ
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
ݝ
が
高
温
少
Ӎ
時

の
対
ࡦ
や
֤
品
目
に
お
け
る
ݱ

地
対
ࡦ
・
༏
良
ࣄ
ྫ
を
ま
と
め

た「
園
ܳ
品
目

高
温
少
Ӎ
対

ࡦ
Ϛ
ニ
ỿ
Ξ
ル
」の
中
か
ら
、

庄
内
地
域
の
主
要
な
果
樹
の
品

目
に
つ
い
て
Ө
ڹ
と
対
ࡦ
、
༏

良
ࣄ
ྫ
等
を
紹
介
し
ま
す
。

2
ྩ

̑

Ն
ظ
の
ߴ
Թ

গ
Ӎ
に
お
͚
る
Ө
ڹ

⑴
果
थ
ʹ
ڞ
௨
͠
ͨ
Ө
ڹ

Ն
期
の
高
温
少
Ӎ
に
よ
り
、

果
実
ං
大
の
ఀ

や
、
果
実
の


ম
け
が
ൃ
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
明
確
な

ম
け

状
が
み

ら
れ
な
い
果
実
で
も
、
果

ೈ

化（
果

ઌ
熟
）の

状
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

⑵
͔
͖


ম
け
Ҏ
֎
で
は
、
̕
月
Ҏ

߱
の
߱
Ӎ
に
よ
り


水
分
が

「Ԃܳߴ�ԹରࡦϚχϡΞϧ」
ɹɹΛ׆༻ͨ͠ɺՌथͷՆظͷ
ɹɹɹߴԹগӍͷରԠについて

水
し
ま
す
。
高
温
時
は
ෳ
数
回

行
う
と
効
果
的
で
す
。

ス
ϓ
リ
ン
Ϋ
ϥ
ー
が
ઃ
置
さ

れ
て
い
る
園
地
で
は
、
高
温
時

に
樹
上
散
水
を
行
う
こ
と
で


ম
け
果
を
大
幅
に

੍
で
き
ま

す
。

⑶
ः
ޫ

࿐
地
栽
培
で
は
樹
体
の

側

に
ः
光
ࢿ
材
を
ඃ
෴
し
ま
す
。

一
方
、
ࢪ
ઃ
栽
培
で
は
ࢪ
ઃ
の

֎
側
ຢ
は
内
側
に
ः
光
ࢿ
材

（
ः
光
率
20
～
50
％
）を
ඃ
෴
し

ま
す
。

෦
分
的
な
ः
光
方
๏
と
し
て

は
、
果
実
や
果

に
ࡿ
ࢴ
を
か

け
て
強
い
直
ࣹ

光
を
ः
り
ま

す
。

ᾊ
ె

ࢬ
ͷ
管
理

ె
長
枝
の
整
理
は
、
高
温
が

༧

さ
れ
る
期
間
を
ආ
け
る
よ

う
に
し
、
௨
ৗ
よ
り
時
期
を
遅

ら
せ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ೆ
・

方
向
の
ె
長
枝
の
せ
ん

除
は
࠷
খ
ݶ
に
と
Ͳ
め
て
果
実

を

ম
け
か
ら
क
り
ま
す
。

ᾋ
収
֭

収
穫
は
ྋ
し
い
時
間
ଳ
に
行

い
、
収
穫
後
も
果
実
を
ྋ
し
い

と
こ
Ζ
で
保
管
し
ま
す
。

な
い
生
ҭ
後
期
の
生
理
མ
果
が

全
域
で
ൃ
生
し
ま
し
た
。

⑶
Ϳ
Ͳ
͏

ࠇ
ܥ
・

ܥ
の
品
種
で
着
৭

遅
Ԇ
が
ൃ
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

̓
月
中
旬
Ҏ
߱
の
ٸ
ܹ
な
高
温

の
Ө
ڹ
で
、
果
ཻ
が
ۼ
ん
で


ม
す
る「
縮
果

」も
ൃ
生
し
ま

し
た
。

ᾊ

ຊ
ͳ
͠

主
に「
๛
水
」で
、
果

が
水

ਁ
状
と
な
る「
み
つ

」が
ൃ
生

し
ま
し
た
。

ᾋ

༸
ͳ
͠

８
～
̕
月
に
か
け
て
高
温
で

経
ա
し
た
こ
と
か
ら
、「
ϥ
・
ϑ

内
を
こ
ま
め
に
見
回
り
、
害


の
ൃ
生
を
確
ೝ
し
た
ら

や
か

に
ิ
）ࡴ
Χ
メ
Ϝ
γ
）や
ༀ
ࡎ
散

布
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
長
期
的
な
高
温
対
ࡦ

と
し
て
、
高
温
に
強
い
品
種
に

つ
い
て
の

ใ
を
収
集
し
、
品

種
更
新
に
活
か
し
ま
す
。

6
お
わ
り
に

ࡢ
年
の

省
を
౿
ま
え
、
対

ࡦ
を
着
実
に
実
ࢪ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
実
り
の
多
い
秋
を
ܴ
え

ま
し
Ỷ
う
。

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
൩
生
品

種（「

中
ౡ
ന
౧
」等
）で
は
熟

期
が
遅
Ԇ
し
ま
し
た
。

3
Ն
ظ
の
ߴ
Թ
গ
Ӎ
に
お

͚
る
ର
）ࡦ
果
थ
に
ڞ
௨
͢

る

の
）

⑴
ᕲ
ਫ

̓
～
10

Ҏ
上
߱
Ӎ
が
な
い

場
合
は
ᕲ
水
を
行
い
ま
す
。
ᕲ

水
量
の
目
安
は
߱
水
量

ࢉ
で

10
a
当
た
り
20
～
30
ἄ
㍍
で
す
。

た
だ
し
、
Ϳ
Ͳ
う
の
果
ཻ
ೈ
化

期
Ҏ
߱
や
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
ԫ

化
期
Ҏ
߱
に
そ
れ
ͧ
れ
྾
果
が

ݒ
೦
さ
れ
る
場
合
は
、
３
～
̐


お
き
に
10
a
当
た
り
５
ἄ
㍍

程
度
の
少
量
多
ᕲ
水
と
し
、
ே

༦
の
ྋ
し
い
時
間
ଳ
に
行
い
ま

す
。水

ར
が
な
い
園
地
で
は
、
可

能
な
ᕲ
水
量
も
ݶ
ら
れ
る
た
め
、

幹
回
り
を
中
৺
に
、
成
木
１
樹

あ
た
り
1
0
0
～
2
0
0
-
を

目
安
に
ᕲ
水
す
る
と
と
も
に
、

幹
回
り
の
地
ද
に
ෑ
き
わ
ら
等

の
有
ػ

の
Ϛ
ル
ν
ン
ά
を
行

っ
て
ס
૩
を
防
ぎ
ま
す
。

⑵
थ
্
ࢄ
ਫ

果
実
温
度
を
下
げ
る
目
的
で
、

11
時
～
16
時
頃
に
樹
上
か
ら
散

め
、
収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

5
ͦ
の
ଞ

生
ҭ
్
中
に

ഊ
等
が
༧


さ
れ
る
ো
害
果
は

や
か
に
摘

果
す
る
と
と
も
に
、
収
穫
時
は

ো
害
果
が
ࠞ
入
し
な
い
よ
う
、

௨
ৗ
Ҏ
上
に
ప
ఈ
し
た
બ
果
に


め
ま
す
。

ま
た
、
ྩ

５
年
は
高
温
に

伴
い
、
Χ
メ
Ϝ
γ
ྨ
、
φ
γ
ώ

メ
γ
ン
Ϋ
イ
、
φ
ϛ
ϋ
μ
ニ
の

ൃ
生
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
園

ϥ
ン
ス
」の
デ
ン
ϓ
ン
の
ফ
ࣦ

が
遅
れ
、
収
穫
期
が
遅
Ԇ
し
ま

し
た
。
ま
た
、

熟
に
か
か
る


数
も
長
く
な
る
傾
向
で
し
た
。

ᾌ
Γ
Μ
͝

収
穫
લ
の
མ
果
が
収
穫
３
～

̐
ि
間
લ
頃
か
ら
ൃ
生
し
、
多

い
樹
で
は
̒
～
̓
割
ほ
Ͳ
མ
果

し
ま
し
た
。
མ
果
は
̕
月
上
旬

Ҏ
߱
に
૿
加
し
ま
し
た
。「
;

͡
」で
は
、
̕
月
Ҏ
߱
の
߱
Ӎ

に
よ
り
྾
果
が
ൃ
生
し
ま
し
た
。

ᾍ



̓
月
下
旬
Ҏ
߱
の
高
温
に
よ

り
、
全
て
の
品
種
で
着
৭
が
遅

れ
、
中
生
の「
あ
か
つ
き
」で
は

収
穫
期
後

に「
み
つ

」が
૿͔͖のᕲਫと有ػϚϧνのซ用ྫ

ਗ਼　　�　　ਔ庄内総合支庁ञా農業技術普及課

4
ಛ

త
な
ର
ࡦ
お
Α
ͼ

༏
ྑ
ࣄ
ྫ

⑴
͔
͖

ᕲ
水（
1
0
0
-
ʗ
樹
）と
も

み
֪
Ϛ
ル
ν
を
ซ
用
し
て
実
ࢪ

す
る
こ
と
で
、

ম
け
果
を
軽

減
し
た
ࣄ
ྫ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ؾ
温
が
30
度
Ҏ
上
と

な
る

ఱ

を
目
安
に
、

中

に
ス
ϓ
リ
ン
Ϋ
ϥ
ー
に
よ
る
樹

上
散
水
を
行
い

ম
け
果
の
ൃ

生
を
防
い
だ
ࣄ
ྫ
が
あ
り
ま
す
。

⑵
Ϳ
Ͳ
͏

縮
果

対
ࡦ
と
し
て
、
定
期

的
な
ᕲ
水
や
園
内
の
新
ধ
管
理

に
よ
る
௨
風
࠾
光
の
確
保
が
重

要
で
す（
た
だ
し
、
果
ཻ
ೈ
化

期
の
新
ধ
管
理
は「
縮
果

」の

ൃ
生
を
ॿ
長
す
る
た
め
、
こ
の

時
期
の
摘
৺
等
は
߇
え
ま
す
）。

ま
た
、
果

の

ম
け
防
ࢭ
の

た
め
、
ຬ
開
̐
ि
間
後
頃
の
Ϋ

ϥ
ϑ
ト
ࢴ
等
に
よ
る
ࡿ
ֻ
け
も

有
効
で
す
。

⑶
ͳ
͠
ɾ
Γ
Μ
͝

軽
度
の

ম
け
果
は
早
め
に

収
穫
し
ま
す
。


本
な
し
の「

水
」で
は
、

果
実
の
地
৭
Χ
ϥ
ー
ν
Ỿ
ー
ト

2
・
5
の
時
期
か
ら
収
穫
を
࢝

͔͖のমけ

ͿͲ͏ のॖ果

ຊͳ͠ のΈͭ

͔͖の果ൽਫͿ Ε͘ঢ়
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